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説明書 


このたびは本品をお買いあばいただきましてありがとうございます。 

■ご使用になる前に、必ずこの r 取扱説明書 J 巧び別冊の r 工事説明書 J をよく読んで、 
正しく使用してくだをい。 

この r 取扱説明劃は、別冊の r 工事説明書 J 、 保証書と共におず保管してください。 
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ま全のために必ずお守りください 

♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正し<使用するために、 
必ずお3りいただくことを説明していまず。 

♦ここに示した表示は、誤つた使いかたをしたとさに生じる危書や損害の程度を;欠の表おで区分し、説明 
しています。 


么警告 (WARNING) 
A 注意 (CAUTION) 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び死じ、重儒を負 5 可能性、または乂災の可能性 
び想定される内容をおしています。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び傷害を負ラ可能性や物的損害の発生び想定され 
る内容を示しています。 


>お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


0 ® ® ® 

〇 ^ 


この絵表示は、「禁止」されている内容です。 


この絵表示は、「ま意」していただ<内容です, 


この絵表示は、必ずしていただく r 指示」内容でず。 


>説明文中の r お願い」事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくたゆの内容び記載されていまず。 


I ★ガソリン使用禁止 I 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用し 
ないでください。 

少量の混入でを、火災の原因になります。 


(§) 

ガソ U ン禁止 


[★給排気筒卜、;/プ野そ <;危険] 

給排気筒トツプの周りび雪でみさびれたままで 
使用しないでください。ふさびれているとさは、 
除雪して < ださい。 

閉そくしていると運転中に排ガスび温室内に漏 
れて、危険です。 



0 


I ★給排気筒（管，ホース)がれ危图 

給排気筒(管、ホース)び外れたまま使用しない 
で < ださい。 

かれていると運転中に排ガスび温室内に漏れて、 
危険です。 



0 


★巧類 の乾燥厳禁 I 

衣類などの乾燥には使用しないでください。 

巧類び落下して火びつを、火災の原因になりま 



0 


告 （ WARNING) 


お使いになる前に 








安全のために必ずお守り < ださい 



告 (WARNING) 


み温風吹 出口を ふさがない I 

巧類、紙、植物などで温風吹出口や空気取入口 
をふさびないで < ださい。 

巧類、紙、植物などでふさぐと、異常燃焼や火 
災の原因にな0ます。 


プレーを醇禁 I 

スプレー吿やカセツトこんろ用ボンベなどをス 
トーブの上や前(周囲に）や温風のあたるところ 
に放置しないでください。 

熱でちの圧力び上げり、爆発して危険です。 



0 

禁止 



0 



意 （ CAUTION) 


★力ーテン、可燃物近接禁止1 

カーテンや燃えやずいちののそばなどでは使用 
しないでください。紙などを近くに置かないで 
<ださい。 

火災が発生するおそれびあります。 

可燃物との離隔醒離については工事説明書の標 
準据付け例を参照してください。 


I ★異常時使用禁止 I 

万一異常を感じたときは、使用しないでくださし、 
異常燃焼のおそれびあ0ます。 


異常! 



0 

禁止 



0 


★水をかけないで 

ストーブや U モコンに雨や水がかか5ないよう 
にしてください。故障や火災のおそれがあります。 


I ★給油時消が 

給油は、必ず消乂してからおこなってくださし、。 
火災のおそれびあります。 




〇 

消义 


0 


始ま剛香！到 

油タンク-ゴム製送油管-接合部および機器等からの打油 
漏れびないことを確認の上ご使用<ださい。 

な油び漏れていると火災のおそれびあります。 


.漏れを確認. 


ゴム製送油管 



〇 


2 









意に AUTION) 


[*宣温部接を虫擧出 

燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、 
ルーバーに手などをみれないでください。 
やけどのおそれびありまず。 





接触禁止 


★指や異物を入れをし 、 j 

ルーバー(遍風吹出 □) や空気取入□の中に、指 
や異物を入れた0しないで < ださい。 

けびや义災のおそれびあります。 




煙) 

分辭禁止 


0 


I ★分解修理の禁止 I 

故障、破損したら、使用しないで< 
ださい。 

不完全な修理は、危険でず。 


斗電源コードを傷めない] 

電源コードに無理な力を加えたり傷 
付たり束ねたり、物をのせたり加工 
しないでください。また、電源プラ 
グを振くときは、コードを持って引 
を抜かないで < ださい。 

電源コードび破損し、火災や感電の 
原因にな0ます。 


_女長期副ま用しないときは li プラク: t 抜ふ! 

長期間使巧しないとさは電源プラグ 
をコンセントから抜いてください。 

火災や予想しない事故の原因となり 

ます。 電源プラグを抜く 


が琴をわ、けた雄をのを耳い ] 

ス I -ーブの上にのったり、腰をかけたりしない 
で<ださい。ストーブの故障や、やけどのおそ 
れびあります。ストーブの上に花びんや、水を 
入れたをのなどを置かないで<ださい。水びか 
かると漏電や故障のおそれがあります。 



0 


I ★給排気筒付近の可燃物近接禁止 I 

給排気筒トツプの近くに、巧油や可燃物など引 
火のおそれのあるをのを置かないで<ださい。 
火災のおそれびあります。 



巧な巧 


0 


[★改璧使用の禁止 I 

改造して使用しないでください。 
また、ス [-- ブや給排気筒には床釀 
房用の熱交換器などを取り付けない 
で < ださい。 

火災や、排ガスび室内に漏れる原因 
となり、危険でず。 


0 


I 古電源プラグ邱 i 実に着しをな 

電源プラグはコンセントに根元まで 
確実に差しぶんでくださレ。 SB 

(また、 傷んだプラグやゆるんだコ^ 

I ンセントは使用しないでください。 j 指お 
火災の原因になりまず。 ^ 

城れた手での振き差しはしない 
で < ださい。 

感電の原因になります。 1 LX 


しっかりと 














ま全のために必ずお守り < ださい 


么注意に AUTION) 


★電源プラグのお手入れをずる i 


とをどきは電源プラグを扳さ、ほこ 
り（及び金属物)を除去してください。 

(ほこりや異物がたまると湿気など 
で絶縁不良になり）火災の原因にな 指。: 
ります。 


〇 


目 r 地面_には据付けないで I 

直接地面には据付けないで<ださい。 
銷や故障の原因にな0ます。 


づ•ム^ 

—一|_| 

う 



^—— i 



0 

禁止 


、百台 


[★lift (標高15日日 mliLb ) では使用禁止 


酸素濃度び薄いので不完全燃焼します。 

10孤〜 1500 m の場所では再調整び必要ですので 
販売店までお問い合わせくださし、。 



0 

使用禁止 


[★可燃性ガス使用禁止 

ス I -ーブを使用している温室で、巧 
燃性ガスび発生するちの(ガソ U ン、 

ベンジン、 シンナー)、 スプレーを使 
用しないでください。 使用禁止 

火災や故障の原因になりまず。 


0 


★お子様やお年寄りのご使用に注意 


お子様やお年寄り、体のご不自由な 
ちびお使いになる場合は、やけどな 
どについて、周囲の人び充分に注意 
してください。 


A 

ミ主意 


I ★温室ながでの使用禁止 

ス I -ーブは温室の牆房用としてつ< 

5れたちのです。 

一般の居室内や乾燥室、飼育室、エ 
場などでは絶対に使用しないでくだ 使用禁止 
さし、。 


0 


お願い （NOTICE) 


皮な油夕廃棄 I 

♦灯油の廃棄処分は、な油をお買い求めになった販売店にご相談くださし、。 


使用する場所 


I ★刻奉的に使卓ず羣た:め扫 

♦温風の循環や放射熱を妨げるちのびない場所に設置して < ださし、。 
均一に温室を暖めます。 


4 








燃焼用送風機 


電源プラグ 


温度センサー 


導風バイブ 


お使いになる前に 





























各部のなまえ 





















※タイマー ランプ.運転 スイッチ.セーブボ 
タン.タイマ—ボタン. 室温設定つまみは、 
操作で走ません。リモコンの方で操作して 
ぐださい。 


燃焼モード 

♦点な 

燃焼状態の「強燃焼」*伸燃焼」 • r 损燃焼」に 
応じて点灯しまず。 



デジタル表示部 


お使いになる前に 









使う前の準備 


_ 燃料について 

©燃料は、灯油 （ J 旧1号な油）を必ず使用してくださし、。 


A 警告 


I ★ガソ y ン使用禁止 I 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないでください。 

か量の混入でち、火災の原因になります。 


01 1 . 


♦ガソ U ン、シンナーおよびこれ5び混入した巧 
油、変質灯油、汚れた好油、水やごみの混じつ 
ている灯油などは、絶対に使用しないで<ださ 
い。 

♦灯油は、必ず火気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所で灯油専用容器を使って保 
管してください。 


なミ由とガソリンの見分けかたのポイント 


指先に使用燃料をつけて息を吹をかけます 
(乂の気のないところでおこなってくださし、） 

〇灯油 

W W 、 / 1 1 ^ i 

X でノ U ソ 

、 濡れたままです。 

ずぐ乾いてしまいます。， 


給油のしかた 


給油の際の手順と注意 


油タンクに給油ずる。 

参油タンクの給油□ふたをはずし、巧油を市販の給油ポンプで 
油量計を見なび5給油してください。 

★給油の隙は、給油□フィルターを取り去5ないでください。 



給油の際にこぼれた灯油をふきとる。 

★給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やごみびた 
まっておれば給油□フィルターをいったん取りはずし、給油 
口か6市販の給油ポンプをドレン受け内にさしこみ、水やご 
みなどを暇いだして < ださい。 


3給油□ふたを必ず元通りに閉める。 


燃料切れのま意 



★燃焼中に灯油がなくなると消火します。 

このときデジタル表示部に「が1?」刘ま r が5」を表示し、異常びあったことを巧らせまず。 

※油タンクに灯油びあるのに rff 合」艾は「ら E 5」び表示するときは、送油経路のつまり、空気たまりが 
考えられます。このようなとホは日ベージのが「定ミ由面器の U セットボタンのセッ 
卜」を参照して送油経路の点検をしてください。 

♦再運転する場含は、本体温度び充分下びってから油タンクに給油し、「運転スイッチ」を一度「切」にして 
か5「入」にして < ださい。 

心 














★送油管の途中が山形になったり、もつれたりしていまずと、送油 
管の中に空気がたまって油が流れないためにストーブは rsf ,?」 
がが5」を表示して消火動作をおこないます。 

このよラなとさは政下の手順で処置をしてください。 

烟油をこぼさないように注意してくださし、。） 

①バルブを全開にする。 

( D 送油管に山形情低)びないように平引こずる。 

③ ス I -ーブ本体との接続部を取りはずし、取りはずした送油管の先 
端をバケツなど打油をためることがでをる容器に入れはずれない 
よラに固をする。 

④ ノりレブを全開にし、送油管から灯油に空気び憑じらない状態で連 
続して流れ出ることを確認する。 

ミ主意：パルプを全開にしてちな油びまったく出ない攝合は油タン 
クとス I -ーブ本体との落差(約弧 cm 必要)びない場合をあり 
ますので確認-処置してください。 

⑥ 確認できた5バルブを全閉にする。 

⑧送油管をストープ本体に接続する。 

⑦ バルブを全開にずる。 

适)ストーブ本体の側面にある赤色のリセットボタンを下へ1回押す。 
項)ストーブを運転する。 


空気 送油营 




2.5 も 


: .om I 

邪 I 


ミ由タンク 


リセットボタン 


※裝品の側面にあります 


点乂前の準備と確認 


油漏れの確認 

♦ス I プの置台又は送油経路链油管の接続部など)に油漏れびないか確かめてください。 

万一、油漏れしている攝合は必ずお真い求めの販売店に修理依頼、または最寄りの当社ま店-営業所に 
ご相談 < ださい。 

給気ホース-排気筒接続の確認 ' 

♦給気ホース‘排気筒び正しく接続されているか確認してください。がれていると運転中に排ガスび漏れ 
大変危険です。 

ストーブ周辺の確認 

•ストーブの周辺および給排気筒トップの周固に引火物や可燃物を置かないでください。 

定油面器のリセットボタンのセット _^ U セ ットボタン 

♦本体側面にある定油面器の赤いリセットボタンを、下へ1回巧してください。 Bif |]^ 

点火するたびにセットする必要はありませんび、シーズン初めや、本体設置場 
所を変更したとさ、又は巧震自動消火装置び作動したあと再運転ずるとさは、 

I 」セットボタンをもう一度、押しなおしてください。 


-お願い- 

- U セツトボタンは日炒拟上押し続けたり、カラーを外して押さないでください。 
>定油面器か6灯油があふれたり燃焼び継続しないことびあります。 




リセット 

ボタン 


L 空気抜をの方法三 


お使いになる前に 



使ラ前の準備 


_ 現在時刻のセット 

★電源 プラグをコンセント (家庭 用 AC 1 邮 V ) に確実に差し込む。 


♦ス I -ープに初めて通電したとさや、停電禮や、電源プラグを抜いて再通 
電した場含、デジタル表示部はち図のよラに午後[^:|日 d び r 点滅」し 
ますので、現在の時刻をセットしてください。 


① r 設定切替えスイッチ」を r 現在時刻」に合わせる。 

現初き刻び午後7時10分の場合 

② デジタル表示をみなが s 、 r 時」のボタンを巧して □) に 
合わはる。 

■押し続けると1時間ずつ、連続的に進みまず。 

■ r 午後表示ランプ」び r 点巧」していることを確認します。 


女現在時刻び午前中の場合は r 午前表示ランプ」 び 「点な」 していること 
を確認してください。 

✓ 

(3) デジタル表示をみなび 5、 r 分」のボタンを押して「河に 
合わせる。 

■巧し続けると]分ずつ、連続的に進みます。 

® r 設定切醫えスイッチ」を r 通常位置」にずる。 

■時計びスタートし口 □ン」び r 点滅」します。 



午を表示ランフ 


心 







③リモコンの「運転スイッチ」をちに回して「入 J にずる。 

♦このとき、ストーブのデジタル表示部の r 温度表示ランスび「点 
な」し、デジタル表示部の「時刻」表示び、「温度」表示に変わり設 
定温度と室温を表示しまず。 


0油タンクのバルブつまみを r 全開 J にずる。 


〔運転中の表示〕 '' 

• U モコンの「運乾ランプ」び「点巧」しまず。 

■約3分後に自動的に点乂します。 

-お願い- 

★ご購入されてネ刃めて使用されると走に、製品の塗料や加工油などの焼けるよラな臭いがずる場合び 
ありまず。 

このような場合は、温室の窓(給が気筒トップ取付け場所より離れた所)をかし開け、半日から1日 
程度、「強」運転をしてください。 

★初めて運転するとをは、送油経路に充分燃斜び供給されていないため、一回で点火しない場合びあ 
りまずか5、しば6く待ってか5をラー度点火操作をおこなってください。 

★1 〜2回点火操作をして、点火しなかった場合、何回を点义しないでください。バーナー内に巧油 
がたまります。販売店にご連絡ください。 

★室温び設を漏度より高い場合は、燃焼しません。但し、室温び設定温度より低くなりますと自動的 
に燃焼します。 

★点乂後約目分間は、温度調節に関係なく r 弱燃焼 J 、 又は r 中燃焼 J しまず。 

★点火後約3分間は、巧流用ファンは回りません。 

★室温び1日で未満の場合は、点火までの時間は約目分になります。 


使用方法 


点乂（通常運転) 


みこ' 












消火後約 3 分間は対流用ファンは回転し続けまず。その後自動的に停 
止します。 

r 運転ランプ」び消なすまるまで、電源プラグを抜かないでください。 


) リモコンの r 運輯スイッチ」を回して r 切 J にずる。 

♦「運転ランスび r 消丹」します。 

♦ストーブのデジタル表示部は、現在の時刻を表おしまず。 


消义 


-お願い- 

女ストーブの室内溫度表示は、運転中け外は表示しません。 

★温度調節は、送風フアンのま気取入□近くの温度を感知しておこないまずので、ストーブの位置や 
部屋の大きさなどで、必ずしち、ストーブの表示温度と室温とは一致しません。このよラな攝合は、 
本体背面の温度センサーを、「工事説明書」の （IMS セ: 7 ■女一の單線(移 g 。 を参照して、適切な位 
置に付け替えて < ださい。 


★「室温設定つまみ J 部に表示されている数宇(温度)は、設定ずるとを 
の目安であり、必ずしおス I -ーブのデジタル表おとは一致しません。 

♦設定された室温にコント□—ルずるために、自動的に「強」-「中」- 
「弱」-「消火」運転をくり返します。 

♦ストーブの r 燃焼モード」び各運転状態を表示します。 


0 リモコンの「室温設定つまみ」を左もにスライドさせて設定す 
る。 

■デジタル表示部の設定温度表示を見なび5、お好みの室温に設定 
します。 

★温度設定はり g 」 で約4で、中間で約18に、「高」で約32でです。 


乂力調節（室温の調節…運転中にしかできません) 


使用方法 


運較スイッチ 運転ランプ 











使用方法 


消乂後再点义するとをのミ主意 


★消火後すぐに再点火すると、過熱防止装置び作動したり、異常音び出ることびありますので、しば5く 
(約1日分間)待ってか6再点火してください。 


使用上の注意 


/!\ま忌 


_古高温き M 触琴止 J 

燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、ルーバーなどに手な 
どふれないでください。 

やけどのおそれびあります。 接角虫禁止 

' ~---^ 


★ご使用中に、においがしたり目がしみる場合は、給排気筒 
やパツキン部からも排ガスがもれていることが考え5れち 
険でず。 


使用ずるのをやめてお買いホめの販売店にご相談ください。 

★屋外の給排気筒トップび雪に埋ちれたり、結氷していない 
か、日常点検してください。 

女このストーブは、雲に対する安全機構をそなえていますび、 
雲の条件によってはストーブび故障することびあ D ます。 
雷び発生したら輩源プラグをコンセントか5抜いて<ださ 
ると安全です。またストーブをいためることわあ0ません。 

女正常燃焼中の炎は青がでところどころに黄色び混じります。 
又がはある程度片寄ったり、ゆれることびありますび異常 
ではありません。 



使いかた 


ぶ 







安全装置 


•まを装置が作動するのは何6かの異常があるときでずから、下記の処置をしても正常にならないと 
きは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

♦安全装置び作動した場含は、「運転スイッチ」を回し「則にしてから、下記の処置をおこない、再度 
「運転スイッチ」を回して「入」にしてください。（再点火操作） 


巧を装置 

はたら走 

処 置 

巧麗自動消乂装置 
が弓 

•運範中にス1-ーブ本体が地震(震度約5上） 

や強い振動、衝撃を受けた場含、火がなどの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

1 

★地震によって作動した攝含、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒のがれな 
ど異常びないことを確認し 
てか5再点火してください。 

点火をを装置 
が’;‘ 

♦点火ヒーターなどの赤熱不足による点乂不良。 

♦点火ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点火しないとさに、運転を停 
止しまず。 

★点火ヒーターの故障び原因 
で運転を停止したときはバ 
ーナー底にな油びたまりま 
'す。たまった打油をみを取 
ってから、 ご使用ください。 
(販売店にご相談ください） 

停電を全装置 

EE 0 

•運転中に停電や電源プラグを抜<などして電 
源び切れたとさは、自動的に運転を停止しま 
す。 

•再び通電されてを運転しません。 

★再点火操作をします。 

★現在時刻の設定をやりなお 

します。 

燃焼制御装置 
が，？ 

♦燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 

★再点乂操作をしまず。 

過熱防止装置 
がた‘ 

♦対流用ファンモーターの故障や異常燃焼など 
の原因でス1-ーブび異常過熱したとを、また 
はファンカバーにほこりびつまった場合に、 
乂災などの危険を防ぐために燃焼を停止しま 
す。 

★対流用ファンカバーのほこ 
りを取り除いてから、巧点 
乂操作をします。 

★処置をしてを、繰返し作動 
するとさは、いったん運転 
スイッチを r 切」にして、販 
売店に連絡してください。 

も5表示は安全装置び作動したとさのエラー表示です。 

詳しくは、2日ページを参照してください。 

お願い - 

必ずス1-ーフを消火し、本体 
温度が充分下びってか5おこ 
なってください。 







★油漏れ、油®たまり、油のにじみ 


♦ストーブの周囲は、窜に整理、清掃し、燃え 
やすいちのを置かないようにしてください。 
•ストーブはいつち清潔に掃除してください。 
巧れたままのご使用は危険のちとでずし、ス 
I -ーブのいたみを早めまず。 

♦給排気筒及びトップの周囲には、危険物や障 
富物げないよラにして < ださい。 


★ほこり 


>ス|-ーブについたほこりやちれは、掃除機で 
吸い取った0固< しぼったミ需れ雑巾などでふ 
を取ってください。 


♦燃焼中に排ガスのにおいげしたり、給排気筒 
トツプからすずが出ていないか確認してくだ 
さい。 

異常びあれば販売店に連絡してください。 


•送油経路やス I -ーブに油漏れかまたは油のたま 
0、油にじみびあるかどラかを調べる。給油の 
とをこぼれた巧油はよくみきとってください。 
万一油漏れによって油のたまり、油にじみび生 
じているときは、消火操作をし、原因をたしか 
め防漏処置をし、油漏れびな<なったことを確 
詔してか6点义操作をしてください。 


★送油管 1 


♦送油管か6油漏れびないか点検し、亀裂などが 
あれば交換してください。 

♦ゴム製送油管は2年に]度は新しい物に交換さ 
れることをおすずめします。 

•屋外配管をずる場合は、銅配管でおこなってく 
ださい。 


♦のぞを窓びすすでちれてくるよラな場含や、 
破れがある場合は、販売店に相談の上、修理 
交換してください。 


I ストーブ背面のフ 
ァンカバーの ほこ 
りを電気掃除機な 
どで取り除いてく 
ださい。 



ぶ 


日常の点検-手入れ 

点検-手入れのときの注意 

★点検•手入れをおこなラとをは、ストーブを消乂し、ストーブが巧分冷えてから手袋をはめて、お 
ず電源プラグを巧いておこなつてください。 

女電装部品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


★のぞを窓 


★臭気 • ずず 


★周囲の状態 


★フアンカバー 


^使用のたびに^ 


^箇月に1回於上^ 


使いかた お手入れ•アフタ—ヴービス 








♦ルーバーび巧れたり、ほこりび付着した場合は、電気掃除機 
や、固くしぼった城れ雑巾などでふさ取ってください。 


I ★油夕^巧のを] 

•油タンクに水やごみびたまっているようでした 
5、ドレン抜をや、油タンクのスト レーナな ど 
からたまつた水やごみを取0除いて < ださし、 


★電源プラグ•コンセント 


♦ 


•電源プラグ、コンセントにほこりやミちれびたまると火災の原 
因になることびあります。3箇月に1〜2回電源プラグをコ 
ンセントか6抜いて、付着したほこ D や巧れをおり除いてく 
ださい。 



♦給排気筒の接続部のがれ、ゆるみ、つまり、腐食、固定の状態、トップの周囲に可燃物がないかなどを、 
とをどさ点検して、異常があればなおしてください。 

■排気筒の接続部に使用しているゴム製のリング （0 リング)は耐熱性のちのですび、2〜3年で炭化ず 
ることびあります。ゴムの硬化及び割れなどびある場合には、においや排ガスびわれるおそれびあり 
ますので新しい部品に交換してください。 

■給気ホースびふさびっていないか点検してください。 



日 U ング 

種類 

運動用日1」ング 

呼び径 

P 39 4種 C 

材質 

シ1」コンゴム 


♦地震などにより製品に振動、衝擊び加わったときは、運乾をずる前に必ず;欠の庶検を実施してください。 


♦機器の損傷の点検 ♦給排気筒回りの外れ、漏れの点検 ♦送油経路からの油漏れの点検 

★点検で異窜びみつかつたとをや、点検したのちに使巧していると定、排ガスのにおいびしたり目びしみ 
る場含は、使用を中止して、販売店または別紙の r お客様相談窓□一覧 I に修理依頼をしてください。 


点検内容 


お客様相談窓•覧 


曰常の点検-手入れ 


シーズンに1回 1 U 上 


★燃焼リング、 バーナー 


♦燃焼1」ング、バーナーは高温にな0まずので焼損することびあ0ます。とをどを点ネ夷し、変形や焼損し 
ていた5早めに修理してください。（販売店にごネ旨談ください） 

两含排氛商] 


ご使用中、においがしたり目がしみる場合は、給が気筒やパッキン部か5排ガスがもれていることが 
考え6れ危険です。点検後お買い巧めの販売店にご相談ください。 


地震などの災害び発生したときの点検について 


お手入れ•アフタ—サ—ビス 









定期点検 


長期間ご使用になりますと、機器の点検が必要でず。機器の寿命をより長 <、より良い燃焼で快適にまを 
にお使いいただくために、2シーズンに1回髓、シーズン終了後などに、お買い上げ店、刘ま槪格者〔(財） 
曰本石油燃焼機器保守協会 ( TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習会修了者（石油機器技術 
管理±)など〕のいる店、当社支店•営業所などに点検依頼されることをおすずめします。 


i 定期点検の內容 1 

項 目 

内 容 

送油経路の点検- 
掃 除 

♦定油面器■ストレーナの掃除 ♦油タンクの水撫さ 

♦送油経路の油をれ 

機能部品の点検- 
確 認 

♦電気配線-安全装置のはた6を♦操作部品-動く部品のはたらを 

消耗しやすい部品 
の点検■交換 

♦点火ヒーター、燃焼 U ング 

掃除.点検.整備 

\ 

♦本体巧部、フアンカバー、対流用送風機、ブ□アケース（ブ□アモーター） 

♦各接続部のパッキン、日 U ング♦給排気筒の接続、つまり , 


故障-異常の見分けかたと処置方法 

修理を依頼される前に調べていただをたいこと 


♦修理を依頼される前に下表の內容を罐認してください。 

下表のよラな状態は故障ではありません。 


状 態 

説 明 

点 

火 

消 

乂 

時 

初めて使用するとを、けむ0やにおいび出 
る。 

燃焼部に付着した油やほこりなどび焼けるためです。 

点火後数分間、ときどを炎び大さくなる。 

燃焼部び冷えているためでず。 

点火-消火時に r キシ S 音」びする。 

加熱、冷却時にでる金属の膨張、収縮音です。 

点火してちずぐ温風びでない。 

不快な冷風を出さないためであり、ストーブ内部が 
隨まると自動的に出ます。 

初めて使用するときは、電磁ポンプの振動 
音が大をい。 

ポンプ内に空気び混入しているためでず。しば6< 
ずると止まります。 

が 

わ、、、 

焼 

時 

「カチカチ」時計のよラな音びする。 

電磁ポンプの運転音でず。 

燃焼筒や熱交換器の一部び5ず赤く赤熱す 
る。 

異常ではあ0ません。 

とさどさ黄色い炎びでる。 

異常ではありません。 

セーブ運転でない時でち、自然に火び消え 
て操作しないのに、又点乂している。 

-■時的な不具含で消火した場合自動的に再点火 
させるもので、異常ではありません。 


(を）送油経路に気泡びたまって、一時的に油び止まった場合や、バー 
ナー内の巧れなどで消火 









故障-異常の見分けかたと処置方法 


♦この表の「ら5」は、20ぺージ I デジタル表示の見方 1 を参照してください。 

近 


故障.診断チ I ック表 


★この表 m 夕1•に不具合があるときは、お買求めの販売店にごホ目談下さい。 


\ 現象 

原因 \ 

運 

転 

フ 

ン 

プ 

び 

点 

巧 

し 

な 

い 

点 
火 
し 
な 
し 'i 

炎 

び 

ふ 

を 

< 

な 

6 

な 

い 

黄 

火 

で 

ち 

义 

る 

使 

用 

中 

温 

室 

内 

び 

に 

お 

ラ 

使 

用 

中 

に 

消 

を 

る 

置 

心 

巨 

油 

に 

じ 

み 

び 

お 

る 

び 

び 

D 

胃 

出 

る 

ご曰 
ノ皿 

風 
び 
で 
な 
し '> 

処置方法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでし佩い 

〇 









電源プラグをコンセントに 
差し込んでください 

停電した 

日 





因 




停電復帰後点火し直してくだ 
さし、 

巧震自動消火装置び 
作動した 






〇 

EES 




定油面器のリセットボタンを巧し 
てか 5 再点火操作をしてください 

油タンクに水が入つ 
ている 


〇 

E り 

〇 



〇 
f り 




水混入の巧油をしっかり 
おいてください 

油タンクに灯油び 
ない 


图 




〇 

E り 




口油を入れてください 

不良口油を使用した 


〇 

がピ 

〇 

〇 






贩売店または別紙のお客様相 
談窓口一覧にご相談ください 

配線不良びある 

日 


〇 

〇 





〇 

U 

コントローラー不良 

〇 

〇 

〇 

〇 





〇 

II 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 





日 



〇 


U 

フレーム□ッド不良 






图 




II 

電磁ポンプ不良 


〇 

前 

〇 

〇 

〇 





// 

点火ヒーター不良 


〇 








// 

排気筒接続不良 





国 





排気筒の接続を確認してくだ 
さい 


お手入れ•アフタ—ヴービス 


























故障-異常の見分けかたと処置方法 


デジタル表示(エラー表示)の見方 


女ストーブの運転中に異常が起こり消火した場合、下記のよラに、デジタル表示部に r エラー表示」します 
ので姐置をして < ださい。. 


エラー 表示 


m 

m 

9 

1 

目 

1 

国 


9 

m 

EE 

• 1 

の 

心 

国 



画 


国 


原 


大 


•運転中に電源び切れました。 
•タイマー点火待機中に電源び切れまし 
た。 

(停電安全装置び作動） 


•運転中に消乂しました。 

♦点火安全装置び作動しました。 
♦排気筒びはずれました。 


>対震自動消火装置び作動しました。 


♦送油経路の異常です。 

参排気筒の接続不良です。 


け然焼用送風機び故障しました。 


♦消火操作をしてちなかなか消えない。 
(5 分間しソ上） 


♦過熱防止装置び作動しました。 


•室温び3的:似上になりました。 

♦温度センヴーの取 D 付け位置びよ < あ 
りません。 


参室温び一10でが下にな0ました。 
•温度センサーの不良、断線、または配 
線抜けです。 


処置方法 


♦電源フラグの差し込みを確認し、再点义 
操作をしてください。 


♦订油びなくなりました。 

♦巧気筒を点おして接続を確認し再点义操なをして 
くだごい。 

♦原因不明の場合は販売店または別紙のお客様相談窓 
□一おまで連絡してくだごい。 


♦作動した原因を取り除を、再点火操作を 
して < ださい。 


>販売店または別紙のお客様相談窓□—覧 
まで連絡してください。 


>販売店または別紙のお客様相談窓□一覧 
まで連絡してください。 


>販売店または別紙のお客様相談窓口一覧 
まで連絡して < ださい。 


参本体温度が充分下びるのを待って、再点 
火操作をしてください。 


♦溫度センサーの取り付け位置を確認し、 
適切な位置に移動させてください。 


>販売店または別紙のお客様相談窓口一覧 
まで連絡してください。 







不完全な修理は危険でず。修理をお受けになる場合は、財団法人日本石油燃焼機器保守協会でおこ 
なラ技術管理講習会修了苦(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨しまず。 


保管のしかた(長期間使用しない場合） 

♦ストーブを保管する場合は、1日べージ I 日常の 点検 .手入れ I の項を参照して、ストーブの手入れ 
をしてか6保管してください。及いたんでいる箇所は修理をしてか5保管してください。 

♦格納-保管場所は、湿気-火気-高温などの悪い影響のおよびにくい巧であって、しかをストーブ 

の上には重量物をのせたり、人び秉ったりしないよラ配慮してください。 

V - J 

1ストーブを長期間使用しないで保管ずるときは、必ず電源プラグをコンセントから巧く。 

I ♦ストーブを使用する季節び終り格納するときは、油タンクの灯油を市販の給油ポンプで全部抜き取 
り、定油面器のストレーナーち取り出して打油で洗浄する。06ぺージ参照） 

. -お願い- . 

油タンクの0油を巧くとさは、送油管の灯油を完全に巧いてください。灯油が残っていると翌シーズ 
ンに使用するとき、つまって财油が流れなくなりまず。 （9 ぺージ参照） 


9ス I ブや油タンクの表面をふく。 ビ’ 

•固くしぼった;'語れ雑巾や、薄めた中性洗剤で巧れを取り、乾いた巧で水気をふき取ってください。 ス 

★シンナー、ベンジンなどでみくのはおやめください。塗装び変色したり、危険です。 

〇本体にほこりがたまらないよう、適当なカバーをかける。 


短期間に消耗する部品は特にありませんび、定油面器、燃焼リンブ、点火ヒーター、パッキンなどの 
交換部品が必要な場合は、お買求めになった販売店にご相談ください。 

★部品交換の隙は、必ず純正の補修部品をお使いください。純正の部品 iU がを使用して万一故障や事 
故が発生した場合、当社は責任を負いかねます。 


I ★分解修理の禁止 I 

故障、破損したら使用しないでください。 
す完をな修理は、ち険でず。 


分解禁止 


部品交換のしかた 


お手入れ•アフタ— 


附属品と r 取扱説明書」- r 工事説明書」-「保証書」も紛失しないよう同時に保管してお<。 
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点 火ち 式 
使 用 燃 料 


FFA -604 CE ) 

密閉式石油スト-ブ • ポット式 • 強制給排気形 • 強制対流形 

電気点火__ __ 

灯油 （ J に1号） 


燃 

焼 


状 

態 

最 大 

中 

最 ル 

燃 

料 

消 

費 

量 

0.670 L/h 

0.467 L/h 

0.268 L/h 

発 


熱 


量 

24820 kJ/h 

1737日 kJ/h 

9930 kJ/h 

熱 


効 


率 

86.6% 

86.6% 

86.6% 

暖 

房 


出 

力 

日. 97 kW 

4.18 kW 

2.38 kW 

外 

お 


寸 

法 

高さ 680 mm ‘幅目 20 mm • 與行4日日 mm (置台を含む） 


電源電圧及び周波数 
定格消費電力 
給排気筒の型式の呼び 


給排気筒呼び径 


給排気筒壁貫®部孔徑 
排気 温度 
電流 ヒュ ーズ 
安全装置 


約 27 kg _ _ _ 

1日日 V 日日/ 60 Hz 

最大消費電力目95/ 69日 W (点火初期に短時間発生）•燃焼時日 1/4 2 W 
FFP -320 


D 39 


/〇〜8日 mm _ 

2目日で切下 

5 AJ 0 A — 

巧震自動消火装置 • 点火安全装置 • 停電安全装置 • 過熱防止装置 • 燃焼制御装置 
置台 （ 1個）•柱固定金具 （1 セット）•標準給排気筒セット•スぺーヴー （ 1個）- 
木ねじ （1 本）•ゴム製送油管 （1 本）•ホ3バンド（ル） （2 個） • 

U モコン （1 個）•リモコン取付け用木ねじの本）•金属製送油管 （2.5 m ) 































アフターサービス 

保 証に っし、て 

♦添付しております保訪書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。記載 
内容をご確認のうえ大切に保管してください。 

★保 IE 期間はお買い上げの日より1年間です。 



♦故障■異常の見分けかたと処置方法 (18 ページ)にがって、お調べください。直5ないときは、ご使用を 
中止し、必ず電源プラグを披いてから、お買上げの販売店にご連絡ください。 

•ご連絡いただきたい内容は次の通りです。 

①品名… FF 式石油暖房機馆閉式石油ストーブ） 

③型式の呼び’’ ’ FFA -6 日 4( E ) 

③ お買上げ年ち曰 

④ 故障の状況(できるだけ具体的に） 

風おなまえ，おところ.電話番号 

•修理に隙しましては、保証書をご提示ください。保部書の規定に従って、販売店び修理させていただき 
ます。 

♦保証期間が過ぎているとさは、修理ずれば使用でをる場合には、ご霜望により有料で修理させていただ 
さます。 

♦修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されています。 

この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事頂-注意事項および通窜使用に反し 

て使用された場合の故障、事故につをましては、イ呆証いたしません。 

^ _ __ , 

I 補修用性能部品について I 

女密閉式 (FF 式)石油ストーブの補修用性能部品のな有期間は製造巧ち切りを7年です。 

♦補修用性能部品とは、製品の機能を維持するたがに必要な部品です。 

I 斬居される 場合」 


♦このス I -ーブは電源周波数抓、郎 Hz とお同一仕様でず。 

女電源周波数の異なった地域への転居でわそのままお使いいただけまずび、高地への転居、高地からの転 
居は再調整が必要ですので別紙の r お客様相！^惡■己こ覧]までご相談ください。 



階 J 璋•修理 CD 際の學辑を I 

アフター サー ビスについてねからない場合は、お買いボめの販売店、または、ちよりの I ぉ客様 相談窓己 
^1] (別紙参照)までお問い含わせください。 


お手入れ•アフタ—サ—ビス 







据付けについて 


据付け工事は販売店に依頼する 


•据巧けや移動工事は販売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 


据付け場所の選定及び標準据付け例 


♦据付けについては、乂災予防条例、電気設備に関ずる技術基準などの法令の基準がありまず。工事説明 
書の「安をのために必ずお守りください」をお読みになり、販売店交は据付業者とよくごホ目談してくださ 
い。 

♦標準据付け例については工事説明書を参照してください。 


給排気筒を延長ずる場合のを意 


♦給排気筒を延長する場含は、3 m 3巧びり切下で取付けられる場所を選定してくださし、。 


積雪地区におけるを意 


•積讚のをい地方では、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないようなお巧場所を選定してください。また、 
風がよどむような場所では、排ガスを再度吸い込んで、不完を燃焼を起こすことがありまず。 


据付け後の確認 


•据付けが終りましたら、もう一度、工事説明書の r ををのために必ずお守りください」をお読みになり、 
工事説明書に記載されているとおり据え付けられているかどラかを確認してください。 


公 















据付けについて 


試運転 


♦試運転は、販売店交は据付業者とご一緒におずおこなってください。 

柏 iMa 赫 

1油タンクに丹油び充分入つており、油タンク.ス [ ^ーブ各部に油漏れびないかどラかを確かめてくだ 


さい。 

電源プラグがコンセントにさしこんであるか確認してください< 

定油面器の U セツトボタンを押してください。 

★ FFA — 604旧は横扉を開けてください。 


リセットボタン 





-お願い. 


★ U セツトボタンは日秒じ Lb 巧し続けたり、カラーを外して押さないでください。 
♦を油面器から灯油びあふれたり燃焼び継続しないことびあります。 


一 ^ 

じ 

] リセット 
ボタン 

\ 

f 

8 

、 

〜カラー 

ノ 


<3筆遍 

1運転開始手順 

■ ♦ 8ぺージの I 使 う前の奢 福1、11ページの！.使用方法に従って運転させてください。 

2初期運転時の異常現象 

^ ♦開こんして初めて使用したとき、防銷油とか塗料やほこ0び乾燥したり、焼けたりずることによっ 
てストーブから、約2日分間位煙やにおいび出ることびあ0ますび、ご使用には全く支障はありませ 

/"U 。 

♦送油管の途中び山おになったり、をつれたりしていまずと、送油管の中に空気びたまって油び流れな 
いことがありまず。9ページ^^^^に従って送油管の中の空気を抜いてください。 

〇正常運転の目ま 

^ ♦正常運転時のバーナーの炎の色は、黄火びとをどさまじる青がです。 
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消乂の手順 


13ぺージ消乂に従って消义操作をしてください。 


据巧け 









FFA - 604( E ) 巧扱説明書 



お客様へ…おぼえのために入されると便利です。 


型 式 

FFA -604( E ) 

お買上げ年月曰 

年 

巧 

曰 

お買上げ店名 


(電話番号） （ 

) 

— 

ノ 


株式会社 i-ai-s 

本 な 名古屋市瑞穂区桃園町日番 17 号干 4 目 7- 腑已已 

TEL. 052-822-1144 FAX. 052-822-2742 

=1ミミ I 株式会せトヨトミは快ほ巧度の-巧としてこの旧巧說巧*は禹を巧を梗用してし、まず。 

ち£パルプださみがが g ま紙をホ用 









